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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板と、前記透明基板上の透過光用領域および反射光用領域に形成された着色層と
、前記透明基板上に前記着色層を区画するように形成された遮光部と、前記遮光部上に直
接形成された柱状スペーサとを有する半透過型液晶表示装置用カラーフィルタであって、
　前記柱状スペーサの底部側側面の全周に前記着色層が密着しており、
　前記透明基板と、前記反射光用領域に形成された前記着色層との間に光路差調整層が形
成されており、前記柱状スペーサと前記光路差調整層とが同一の材料により形成されてお
り、
　前記光路差調整層と、前記柱状スペーサとが一体に形成されていることを特徴とする半
透過型液晶表示装置用カラーフィルタ。
【請求項２】
　前記柱状スペーサの高さが２．０μｍ～５．０μｍの範囲内であり、かつ前記柱状スペ
ーサの上底面の面積が２０μｍ２～４００μｍ２の範囲内であることを特徴とする請求項
１に記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ。
【請求項３】
　透明基板と、前記透明基板上にパターン状に形成された遮光部と、前記遮光部上に直接
形成された柱状スペーサとを有し、
　前記透明基板上の前記反射光用領域に光路差調整層が形成されており、前記柱状スペー
サと前記光路差調整層とが同一の材料により形成されており、
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　前記光路差調整層と、前記柱状スペーサとが一体に形成されていることを特徴とするカ
ラーフィルタ用基板。
【請求項４】
　透明基板と前記透明基板上にパターン状に形成された遮光部とを有する半透過型液晶表
示装置用カラーフィルタ用基板の、前記遮光部上に直接パターン状に柱状スペーサを形成
する柱状スペーサ形成工程と、
　前記柱状スペーサ形成工程後、前記遮光部により区画された前記透明基板上の反射光用
領域および透過光用領域に着色層を形成する着色層形成工程と、
を有し、
　前記柱状スペーサ形成工程が、前記柱状スペーサと、前記透明基板上の前記反射光用領
域に光路差調整層とを形成する工程であり、
　前記柱状スペーサ形成工程が、ハーフトーンマスクを用いて前記柱状スペーサおよび前
記光路差調整層を形成する工程であることを特徴とする半透過型液晶表示装置用カラーフ
ィルタの製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半透過型液晶表示装置の製造に好適に用いられるカラーフィルタ用基板、半
透過型液晶表示装置用カラーフィルタ、およびその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置として、外光の反射と、バックライト光の透過光とを利用した半透
過型液晶表示装置が開発され、この半透過型液晶表示装置は、外光を利用して表示を行な
う従来の反射型カラー液晶表示装置に、バックライトを兼ね備え、周囲が暗い場合でもバ
ックライトによる表示（透過表示）が行なえる、という利点を有する。
【０００３】
　このような半透過型液晶表示装置に用いられるカラーフィルタとしては、例えば図８に
示すように、透明基板１と、その透明基板１上にパターン状に形成された遮光部２と、こ
の遮光部２により区画された領域であって、反射表示に用いられる反射光用領域（ｒで示
される領域）および透過表示に用いられる透過光用領域（ｔで示される領域）に形成され
た着色層３と、反射光用領域および透過光用領域の光路差を調整するために反射光用領域
に形成された光路差調整層５と、上記着色層３上または遮光部２上に形成された柱状スペ
ーサ４とを有するもの等とされる（特許文献１参照）。
【０００４】
　ここで、上記半透過型液晶表示装置用カラーフィルタに用いられる柱状スペーサは、通
常、透明基板上に遮光部や着色層、光路差調整層等を形成した後、この遮光部や着色層、
光路差調整層等の上に光硬化性樹脂を塗布し、得られた塗膜をフォトリソグラフィーによ
ってパターン露光して硬化させることにより形成されている。しかしながら、例えば図９
に示すように、遮光部２上には通常、着色層３が乗り上げて形成されているため、段差が
生じている。そのため、柱状スペーサを形成する際、この遮光部２および着色層３が積層
されている領域上に塗布される光硬化性樹脂層の膜厚が厚くなってしまい、均一な高さで
柱状スペーサ４を形成することが難しい、という問題があった。またこの際、上記遮光部
２および着色層３が積層された領域上に形成された柱状スペーサ４の安定が悪い、という
問題もあった。
【０００５】
　また、例えば図１０（ａ）に示すように、透過光用領域（ｔで示される領域）や反射光
用領域（ｒで示される領域）等に形成される着色層３に孔部ａを形成し、この孔部ａ内に
柱状スペーサ４を形成する方法も提案されている。しかしながら、この場合、例えば図１
０（ｂ）に示すように、孔部ａ内に柱状スペーサ４を精度よく形成することは難しく、柱
状スペーサ４と着色層３との間に隙間ができてしまい、この隙間からバックライト光が漏
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れること等によって、色ムラが生じ、高品質な色表示が困難となるという問題があった。
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－２４２２２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、目的とする高さで均一に柱状スペーサが形成され、かつ色ムラ等の少ない高品
質な半透過型液晶表示装置用カラーフィルタや、その製造方法等の提供が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、透明基板と、上記透明基板上の透過光用領域および反射光用領域に形成され
た着色層と、上記透明基板上に上記着色層を区画するように形成された遮光部と、上記透
明基板および／または上記遮光部上に形成された柱状スペーサとを有する半透過型液晶表
示装置用カラーフィルタであって、上記柱状スペーサの底部側側面の全周に上記着色層が
密着していることを特徴とする半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを提供する。
【０００９】
　本発明によれば、上記柱状スペーサが、透明基板上および／または遮光部上に直接形成
されていることから、柱状スペーサが目的とする高さで均一に形成されたものとすること
ができる。また本発明によれば、上記柱状スペーサの底部側側面の全周に上記着色層が密
着して形成されていることから、上記柱状スペーサが反射光用領域または透過光用領域に
形成されている場合であっても、着色層と柱状スペーサとの間隙からバックライト光が漏
れること等のないものとすることができ、高品質な色表示が可能な半透過型液晶表示装置
用カラーフィルタとすることができる。
【００１０】
　上記発明においては、上記透明基板と上記反射光用領域に形成された上記着色層との間
に光路差調整層が形成されており、上記柱状スペーサと上記光路差調整層とが同一の材料
により形成されていることが好ましい。これにより、柱状スペーサと光路差調整層とが一
括して形成されたものとすることができ、製造効率等の面からも好ましい半透過型液晶表
示装置用カラーフィルタとすることができるからである。
【００１１】
　上記発明においては、上記光路差調整層と、上記柱状スペーサとが一体に形成されてい
ることが好ましい。これにより、柱状スペーサと光路差調整層とが一括して形成されたも
のとすることができ、製造効率等の面からも好ましい半透過型液晶表示装置用カラーフィ
ルタとすることができるからである。
【００１２】
　また、上記発明においては、上記柱状スペーサの高さが２．０μｍ～５．０μｍの範囲
内であり、かつ上記柱状スペーサの上底面の面積が２０μｍ２～４００μｍ２の範囲内で
あることが好ましい。これにより、柱状スペーサを形成した後に、着色層を形成した場合
であっても、柱状スペーサ上底面上に残る着色層の膜厚を薄いものとすることができ、柱
状スペーサの高さを均一なものとすることができるからである。
【００１３】
　本発明は、透明基板と、上記透明基板上にパターン状に形成された遮光部と、上記透明
基板および／または上記遮光部上に形成された柱状スペーサとを有することを特徴とする
カラーフィルタ用基板を提供する。
【００１４】
　本発明によれば、上記柱状スペーサが透明基板上および／または遮光部上に形成されて
いることから、柱状スペーサの高さが均一に形成されたものとすることができる。また、
このカラーフィルタ用基板上に着色層を形成することにより、着色層と柱状スペーサとを
密着させることができ、柱状スペーサが反射光用領域または透過光用領域中に形成されて
いる場合であっても、着色層と柱状スペーサとの隙間から光漏れ等が生じることのないも
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のとすることができる。
【００１５】
　上記発明においては、上記透明基板上の上記反射光用領域に光路差調整層が形成されて
おり、上記柱状スペーサと上記光路差調整層とが同一の材料により形成されていることが
好ましい。これにより、別途光路差調整層を形成する必要がなく、効率よくカラーフィル
タを製造することが可能となるからである。
【００１６】
　また、上記発明においては、上記光路差調整層と、上記柱状スペーサとが一体に形成さ
れていることが好ましい。これにより、別途光路差調整層を形成する必要がなく、効率よ
くカラーフィルタを製造することが可能となるからである。
【００１７】
　また、本発明は、透明基板と上記透明基板上にパターン状に形成された遮光部とを有す
る半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用基板の、上記透明基板および／または上記遮
光部上にパターン状に柱状スペーサを形成する柱状スペーサ形成工程と、上記柱状スペー
サ形成工程後、上記遮光部により区画された上記透明基板上の反射光用領域および透過光
用領域に着色層を形成する着色層形成工程とを有することを特徴とする半透過型液晶表示
装置用カラーフィルタの製造方法を提供する。
【００１８】
　本発明によれば、上記柱状スペーサ形成工程を行なった後に、着色層形成工程を行なう
ことから、例えば上記柱状スペーサが遮光部上に形成される場合であっても、安定して柱
状スペーサを形成することができ、形成される柱状スペーサの高さを均一なものとするこ
とができる。また柱状スペーサを反射光用領域または透過光用領域に形成する場合であっ
ても、着色層と柱状スペーサとの隙間から光漏れ等のない、高品質な色表示が可能なカラ
ーフィルタを製造することができる。
【００１９】
　また、上記発明においては、上記柱状スペーサ形成工程が、上記柱状スペーサと、上記
透明基板上の上記反射光用領域に光路差調整層とを形成する工程であることが好ましい。
これにより、別途光路差調整層を形成する工程を行う必要がなく、効率よく半透過型液晶
表示装置用カラーフィルタを製造することが可能となるからである。
【００２０】
　上記発明においては、上記柱状スペーサ形成工程が、ハーフトーンマスクを用いて上記
柱状スペーサおよび上記光路差調整層を形成する工程であることが好ましい。これにより
、それぞれ目的とする高さに上記光路差調整層および柱状スペーサを形成することが可能
となるからである。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、柱状スペーサが目的とする高さで均一に安定して形成されたものとす
ることができる。また、上記柱状スペーサが反射光用領域または透過光用領域に形成され
ている場合であっても、着色層と柱状スペーサとの間隙からバックライト光が漏れること
等のないものとすることができ、高品質な色表示が可能な半透過型液晶表示装置用カラー
フィルタとすることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明は、半透過型液晶表示装置の製造に好適に用いられるカラーフィルタ用基板、半
透過型液晶表示装置用カラーフィルタ、およびその製造方法に関するものである。以下、
それぞれについて説明する。
【００２３】
　Ａ．半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ
　まず、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタについて説明する。本発明の半
透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、透明基板と、上記透明基板上の透過光用領域お
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よび反射光用領域に形成された着色層と、上記透明基板上に上記着色層を区画するように
形成された遮光部と、上記透明基板および／または上記遮光部上に形成された柱状スペー
サとを有する半透過型液晶表示装置用カラーフィルタであって、上記柱状スペーサの底部
側側面の全周に上記着色層が密着していることを特徴とするものである。
【００２４】
　本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、例えば図１（ａ）の概略断面図に
示すように、透明基板１と、上記透明基板１の透過光用領域ｔおよび反射光用領域ｒに形
成された着色層３と、上記着色層３を区画するように形成された遮光部２と、上記透明基
板１および／または遮光部２上に形成された柱状スペーサ４とを有するものである。また
、例えば図１（ａ）の概略断面図および図１（ｂ）の平面図に示すように、上記柱状スペ
ーサ４の底部側側面の全周には着色層３が密着しているものとされる。ここで、本発明で
いう底部側側面とは、柱状スペーサの透明基板側の底面（以下、下底面ともいう。）側の
側面をいうこととする。
【００２５】
　また、本発明において、上記柱状スペーサは、例えば図１に示すように、遮光部２上に
形成されるものであってもよく、また例えば、図２（ａ）の概略断面図および図２（ｂ）
の平面図に示すように、透明基板１上、すなわち透過光用領域ｔまたは反射光用領域ｒに
形成された着色層３（３ｔおよび３ｒ）中に形成されるものであってもよい。いずれの場
合においても、上記柱状スペーサ４と透明基板１または遮光部２との間には、着色層３が
形成されないものとされる。なお、本発明においては、例えば図１（ａ）に示すように、
反射光用領域（ｒで示される領域）と透過光用領域（ｔで示される領域）との光路差を調
整するための光路差調整層５が反射光用領域（ｒで示される領域）に形成されていてもよ
く、この場合、例えば図３に示すように、上記柱状スペーサ４と光路差調整層５とが一体
に形成されていることが好ましい。
【００２６】
　本発明において、全周に着色層が密着している底部側側面（下底面からの高さ）として
は、柱状スペーサの形成位置により適宜調整される。
　本発明においては、図１（ａ）に例示するように、遮光部上に柱状スペーサが形成され
ている場合は、柱状スペーサの下底面から０．２μｍ～５．０μｍの範囲内、中でも１．
０μｍ～４．０μｍの範囲内、特に１．１μｍ～３．１μｍの範囲内の高さまでの側面の
全周に着色層が密着していることが好ましい。
　また、図３に例示するように、光路差調整層と、柱状スペーサとが一体に形成されてい
る場合は、柱状スペーサの下底面から０．１μｍ～１．５μｍの範囲内、中でも０．５μ
ｍ～１．２μｍの範囲内、特に０．５μｍ～１．０μｍの範囲内の高さまでの側面の全周
に着色層が密着していることが好ましい。
　図２（ａ）に例示するように、柱状スペーサが、透明基板上の反射光用領域または透過
光用領域に形成される場合には、着色層の膜厚と同じ高さまでの側面の全周に着色層が密
着していることが好ましい。これにより着色層に色ムラが生じないものとすることができ
るからである。
【００２７】
　上述したように、遮光部と柱状スペーサとの間に着色層が形成されている場合等には、
平坦性が低く、柱状スペーサの高さが均一とならないという問題や、柱状スペーサが安定
しない、という問題があった。一方、本発明においては、上記柱状スペーサが、透明基板
上や遮光部上、または透明基板および遮光部上に直接形成されている。そのため、柱状ス
ペーサを形成する際、柱状スペーサを形成するための柱状スペーサ形成用塗工液を透明基
板上や遮光部上に均一な膜厚で塗布することが可能であり、柱状スペーサが目的とする高
さに均一に形成されたものとすることができる。また、柱状スペーサの下に段差が生じて
いないことから、柱状スペーサが安定して形成されているものとすることもできる。
【００２８】
　また、本発明においては、上記柱状スペーサの底部側側面の全周に着色層が密着するよ
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うに形成されていることから、柱状スペーサが反射光用領域または透過光用領域中に形成
されている場合であっても、着色層と柱状スペーサとの隙間から光漏れ等のない、高品質
な色表示が可能なカラーフィルタとすることができる。以下、本発明の半透過型液晶表示
装置用カラーフィルタの各構成について、詳しく説明する。
【００２９】
　１．柱状スペーサ
　まず、本発明に用いられる柱状スペーサについて説明する。本発明に用いられる柱状ス
ペーサは、後述する透明基板および／または遮光部上に形成されるものであればよく、例
えば透明基板および遮光部上に形成されるものであってもよいが、特に透明基板上にのみ
、または遮光部上にのみ形成されていることが、柱状スペーサの高さの制御という面から
好ましい。
　また、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタが後述する光路差調整層を有す
る場合は、製造の面から、光路差調整層と柱状スペーサとが一体に形成されていることが
好ましい。
【００３０】
　本発明において、上記柱状スペーサは、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタが、半
透過型液晶表示装置に用いられた際に、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタと液晶駆
動側基板とのギャップを一定に保つことが可能なものであれば、その形状は特に限定され
るものではなく、例えば円柱状であってもよく、また角柱状であってもよい。
【００３１】
　また、上記各柱状スペーサの高さは、半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの用途や
大きさ等により適宜選択されることとなるが、通常２．０μｍ～５．０μｍの範囲内、中
でも２．５μｍ～４．５μｍの範囲内、特に３．５μｍ～４．５μｍの範囲内とされるこ
とが好ましい。またさらに、上底面の面積が、２０μｍ２～４００μｍ２の範囲内、中で
も５０μｍ２～３００μｍ２の範囲内、特に５０μｍ２～２００μｍ２の範囲内とされる
ことが好ましい。これにより、上記柱状スペーサを形成した後に、着色層をフォトリソグ
ラフィー法等により形成した場合であっても、柱状スペーサ上に残存する着色層を薄いも
のとすることができ、柱状スペーサの高さを一定のものとすることが可能となるからであ
る。
【００３２】
　上述したような柱状スペーサの形成方法としては、目的とする位置に高精細に形成する
ことが可能な方法であれば、特に限定されるものではなく、例えば透明基板上に遮光部を
形成した後、着色層を形成する前に、透明基板および遮光部を覆うように柱状スペーサ形
成用塗工液を塗布し、露光および現像すること等により形成することができる。なお、上
記柱状スペーサの形成に用いられる材料としては、一般的な半透過型液晶表示装置用カラ
ーフィルタの柱状スペーサの形成に用いられるものと同様とすることができ、例えば感光
性アクリル樹脂、感光性ポリイミド、ポジレジスト、カルド樹脂、ポリシロキサン、ベン
ゾシクロブテン等が挙げられる。
【００３３】
　２．着色層
　次に、本発明に用いられる着色層について説明する。本発明に用いられる着色層は、後
述する透明基板の反射光用領域、すなわち反射光の表示に用いられる領域、および透過光
用領域、すなわち透過光の表示に用いられる領域に形成されるものである。
【００３４】
　本発明においては、反射光用領域における着色層の平均膜厚を１とした場合に、透過光
用領域に形成される着色層の平均膜厚は０．２～０．６の範囲内、中でも０．２～０．４
の範囲内とされることが好ましい。これにより、反射光用領域と透過光用領域とにおける
着色層の色特性を調整することが可能となるからである。また、反射光用領域における着
色層の具体的な平均膜厚としては、着色層の種類等により、適宜選択されるものであるが
、通常、０．２μｍ～１．５μｍの範囲内、中でも０．５μｍ～１．２μｍの範囲内であ
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ることが好ましい。なお、上記膜厚の測定は、例えば半透過型液晶表示装置用カラーフィ
ルタの断面形状を走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）等で撮影したもの等から算出することがで
きる。
【００３５】
　また、上記着色層は、１画素中に透過光用領域および反射光用領域が形成されるもので
あれば、その形成されるパターンは特に限定されるものではない。例えば赤色（Ｒ）、緑
色（Ｇ）、青色（Ｂ）の三色の着色層が、ストライプ型、モザイク型、トライアングル型
、４画素配置型等の公知の配列に形成されたもの等とすることができ、着色面積は任意に
設定することができる。また、１画素内に形成される上記透過光用領域と反射光用領域と
の面積比としては、透過光用領域の面積を１とした場合に、反射光用領域の面積が０．２
～１．５の範囲内、中でも０．２～１．０の範囲内とされていることが好ましい。
【００３６】
　上述したような着色層は、一般的に半透過型液晶表示装置用カラーフィルタに着色層を
形成する方法と同様の方法により形成することができる。例えば透明基板上の反射光用領
域にのみ後述するような光路差調整層を形成し、その光路差調整層を覆うように着色層形
成用塗工液を均一な膜厚で形成する方法や、透明基板上の反射光用領域や透過光用領域に
均一な膜厚で着色層形成用塗工液を塗布し、反射光用領域および透過光用領域に対応する
領域でそれぞれ透過率が異なるハーフトーンマスクを用いて露光および現像する方法等と
することができる。また上記反射光用領域および透過光用領域にそれぞれ異なる膜厚で着
色層を形成する方法とすることもできる。なお、上記着色層の形成に用いられる材料等に
ついては、一般的なカラーフィルタの着色層の形成に用いられるものと同様とすることが
できる。
【００３７】
　なお、本発明においては、上記柱状スペーサの底部側側面の全周に着色層が密着するよ
うに形成されることとなるが、このように上記柱状スペーサに着色層が密着するように着
色層を形成する方法としては、上記柱状スペーサを形成した後に、着色層を形成する方法
とすることができる。
【００３８】
　３．遮光部
　次に、本発明に用いられる遮光部について説明する。本発明に用いられる遮光部は、上
記着色層を区画するように形成されるものである。
【００３９】
　このような遮光部の種類については特に限定されるものではなく、例えば、スパッタリ
ング法、真空蒸着法等により厚み１０００Å～２０００Å程度のクロム等の金属薄膜を形
成し、この薄膜をパターニングすることにより、上記遮光部が形成されたものであっても
よい。上記パターニングの方法としては、スパッタ等の通常のパターニング方法を用いる
ことができる。
【００４０】
　また、上記遮光部は樹脂バインダ中にカーボン微粒子、金属酸化物、無機顔料、有機顔
料等の遮光性粒子を含有させた層をパターン状に形成されたものでであってもよい。用い
られる樹脂バインダとしては、ポリイミド樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ポリアク
リルアミド、ポリビニルアルコール、ゼラチン、カゼイン、セルロース等の樹脂を１種ま
たは２種以上混合したものや、感光性樹脂、さらにはＯ／Ｗエマルジョン型の樹脂組成物
、例えば、反応性シリコーンをエマルジョン化したもの等を用いることができる。このよ
うな樹脂製遮光部の厚みとしては、０．５μｍ～１０μｍの範囲内で設定することができ
る。このような樹脂製遮光部のパターニングの方法は、フォトリソ法、印刷法等一般的に
用いられている方法を用いることができる。
【００４１】
　４．透明基板
　次に、本発明に用いられる透明基板について説明する。本発明に用いられる透明基板は
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、上記着色層及び後述する光路差調整層を形成可能であり、可視光に対して透明な基板で
あれば特に限定されるものではなく、一般的なカラーフィルタに用いられる透明基板と同
様のものとすることができる。
【００４２】
　具体的には、石英ガラス、パイレックス（登録商標）ガラス、合成石英板等の可撓性の
ない透明なリジッド材、あるいは、透明樹脂フィルム、光学用樹脂板等の可撓性を有する
透明なフレキシブル材等が挙げられる。
【００４３】
　５．その他
　次に、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタについて説明する。本発明の半
透過型液晶表示装置用カラーフィルタは、上記柱状スペーサ、透明基板、着色層、および
遮光部を有するものであれば特に限定されるものではなく、例えば光路差調整層や保護層
、透明電極層等、を必要に応じて適宜有するものであってもよい。
【００４４】
　なお、上記柱状スペーサを覆うように透明電極層が形成される場合には、柱状スペーサ
上の透明電極層と液晶駆動側基板の電極との導通を避けるため、柱状スペーサ上底面上の
透明電極層を覆うように絶縁層を形成する、もしくは液晶駆動側基板側の対応する位置に
絶縁層を形成することが好ましい。
【００４５】
　また、本発明においては、上記反射光用領域に半透過型液晶表示装置とした際に、反射
光用領域と透過光用領域との光路差を調整するための光路差調整層が形成されていること
が好ましく、特に上記光路差調整層が反射光用領域の透明基板と着色層との間に、柱状ス
ペーサと同一の材料を用いて形成されていることが好ましい。この場合、柱状スペーサと
光路差調整層とが一括して形成されたものとすることができ、本発明の半透過型液晶表示
装置用カラーフィルタが効率よく製造されたものとすることができるからである。以下、
本発明に用いられる光路差調整層について説明する。
【００４６】
　（光路差調整層）
　本発明に用いられる光路差調整層は、反射光用領域と透過光用領域との光路差を調整す
るために用いられるものであり、反射光用領域のみに形成される。ここで、上記光路差調
整層は、例えば図４に示すように、反射光用領域（ｒで示される領域）に形成された着色
層３上に形成されるものであってもよいが、例えば図１（ａ）に示すように、反射光用領
域（ｒで示される領域）の透明基板１と着色層３との間に形成されるものであることが好
ましい。本発明においては、例えば図３に示すように、光路差調整層５と柱状スペーサ４
とが一体に形成されていているものがより好ましい。
【００４７】
　このような光路差調整層の膜厚としては、通常２．０μｍ～４．０μｍ程度、中でも２
．５μｍ～３．５μｍ程度とすることができる。
【００４８】
　また上記光路差調整層の形成方法としては、特に限定されるものではないが、本発明に
おいては、上記柱状スペーサと同一の材料を用いて一括してフォトリソグラフィー法によ
り形成されることが好ましい。これにより、別途光路差調整層を形成する工程が必要ない
ものとすることができるからである。なお、このような半透過型液晶表示装置用カラーフ
ィルタの製造方法については、後述する「Ｂ．カラーフィルタの製造方法」で詳しく説明
するので、ここでの説明は省略する。
【００４９】
　Ｂ．半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法
　次に、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法について説明する。
本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法は、透明基板と上記透明基板
上にパターン状に形成された遮光部とを有する半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用
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基板の、上記透明基板および／または上記遮光部上にパターン状に柱状スペーサを形成す
る柱状スペーサ形成工程と、上記柱状スペーサ形成工程後、上記遮光部により区画された
上記透明基板上の反射光用領域および透過光用領域に着色層を形成する着色層形成工程と
、を有することを特徴とする方法である。
【００５０】
　本発明のカラーフィルタの製造方法は、例えば図５に示すように、透明基板１と、その
透明基板１上に遮光部２が形成された半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用基板１０
（図５（ａ））の透明基板１および／または遮光部２上に柱状スペーサ４を形成する柱状
スペーサ形成工程（図５（ｂ））と、上記柱状スペーサ形成工程後に、上記半透過型液晶
表示装置用カラーフィルタ用基板１０上に着色層３を形成する着色層形成工程（図５（ｃ
））とを有する方法である。
【００５１】
　上述したように、柱状スペーサを形成する際に、遮光部上に着色層が乗り上げて形成さ
れている場合等には、遮光部上の平坦性が低く、柱状スペーサ形成用塗工液を均一に塗布
することができず、柱状スペーサを目的とする高さに均一に形成することができない、と
いう問題があった。一方本発明においては、着色層形成工程を行なう前に、上記柱状スペ
ーサを形成する柱状スペーサ形成工程が行われる。したがって、柱状スペーサ形成用塗工
液を透明基板上または遮光部上に均一に塗布することが可能となり、目的とする高さに均
一に柱状スペーサを形成することが可能となる。
【００５２】
　また上記柱状スペーサ形成工程を行なった後、着色層形成工程を行なうことから、柱状
スペーサを反射光用領域または透過光用領域に形成する場合、着色層と柱状スペーサとが
密着するように形成することができる。これにより、柱状スペーサと着色層との間に隙間
が生じることがないものとすることができ、光漏れや色ムラ等のない、高品質な色表示が
可能な半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを製造することができるという利点を有し
ている。
　以下、本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法の各工程について詳
しく説明する。
【００５３】
　１．柱状スペーサ形成工程
　まず、本発明における柱状スペーサ形成工程について説明する。本発明における柱状ス
ペーサ形成工程は、透明基板と上記透明基板上にパターン状に形成された遮光部とを有す
る半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用基板の、上記透明基板および／または上記遮
光部上にパターン状に柱状スペーサを形成する工程である。上記柱状スペーサの形成方法
は特に限定されるものではないが、通常、上記半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用
基板上に感光性樹脂を含有する柱状スペーサ形成用塗工液を塗布し、露光および現像する
方法とすることができる。
【００５４】
　また、本発明においては、上記柱状スペーサと同時に、透明基板上の反射光用領域に光
路差調整層を形成することが好ましい。これにより、別途光路差調整層を形成する工程を
行なうことなく、光路差調整層が形成された半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを効
率よく製造することが可能となるからである。上記柱状スペーサと光路差調整層とを一括
して形成する方法としては、例えば図６に示すように、透明基板１および遮光部２を有す
る半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用基板１０（図６（ａ））上に柱状スペーサ形
成用塗工液１１を塗布する（図６（ｂ））。その後、柱状スペーサに対応する領域が透明
領域、光路差調整層に対応する領域がハーフトーン領域とされたハーフトーンマスク１２
等を用いて露光し、現像する方法が挙げられる（図６（ｂ）および（ｃ））。上記ハーフ
トーンマスクを用いることにより、柱状スペーサおよび光路差調整層を、それぞれ目的と
する高さに形成することが可能となる。
【００５５】
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　なお、本工程により形成される柱状スペーサの形状や高さ、形成位置、光路差調整層等
については、上述した「Ａ．半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ」の項で説明したも
のと同様とすることができる。また本工程に用いられる半透過型液晶表示装置用カラーフ
ィルタ用基板の透明基板および遮光部については、上述した「Ａ．半透過型液晶表示装置
用カラーフィルタ」の項で説明したものと同様のものを用いることができる。
【００５６】
　２．着色層形成工程
　次に、本発明における着色層形成工程について説明する。本発明における着色層形成工
程は、上記柱状スペーサ形成工程後に行われる工程であり、上記遮光部により区画された
半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの反射光用領域および透過光用領域に着色層を形
成する工程である。
【００５７】
　本工程において上記着色層を形成する方法としては、一般的に半透過型液晶表示装置用
カラーフィルタに着色層を形成する方法と同様の方法とすることができる。例えば上記反
射光用領域に光路差調整層が形成された半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ用基板上
に、光路差調整層を覆うように着色層形成用塗工液を均一な膜厚で塗布し、露光および現
像する方法や、透明基板上の反射光用領域および透過光用領域に均一な膜厚で着色層形成
用塗工液を塗布し、反射光用領域および透過光用領域に対応する領域でそれぞれ透過率が
異なるハーフトーンマスクを用いて露光および現像する方法等とすることができる。また
上記反射光用領域および透過光用領域にそれぞれ異なる膜厚で着色層を形成する方法とす
ることもできる。なお、上記着色層の形成に用いられる材料等については、一般的なカラ
ーフィルタの着色層の形成に用いられるものと同様とすることができる。
【００５８】
　なお、この際、上述したように、上記柱状スペーサが反射光用領域または透過光用領域
に形成されている場合には、上記柱状スペーサの側面に着色層が密着するように着色層が
形成されることが好ましい。
【００５９】
　また本工程により形成される着色層の膜厚や形状、配置等については、上述した「Ａ．
半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ」の項で説明したものと同様とすることができる
。
【００６０】
　３．その他の工程
　本発明は、上記柱状スペーサ形成工程および着色層形成工程を有する方法であれば特に
限定されるものではなく、例えば上記柱状スペーサ形成工程前に、透明基板上に遮光部を
形成する遮光部形成工程等を有していてもよい。また例えば上記着色層上に透明電極層を
形成する透明電極層形成工程や、透明電極層上に配向膜を形成する配向膜形成工程等を有
していてもよい。
【００６１】
　上記遮光部形成工程としては、上記透明基板上に遮光部を形成することが可能な工程で
あれば特に限定されるものではなく、例えば、スパッタリング法、真空蒸着法等により厚
み１０００Å～２０００Å程度のクロム等の金属薄膜を形成し、この薄膜をパターニング
する工程であってもよく、また樹脂バインダ中にカーボン微粒子、金属酸化物、無機顔料
、有機顔料等の遮光性粒子を含有させた層をパターン状に形成する工程であってもよい。
このような遮光部形成工程に用いられる材料等については、上述した「Ａ．半透過型液晶
表示装置用カラーフィルタ」の項で説明したものと同様とすることができる。
【００６２】
　Ｃ．カラーフィルタ用基板
　次に、本発明のカラーフィルタ用基板について説明する。本発明のカラーフィルタ用基
板は、透明基板と、上記透明基板上にパターン状に形成された遮光部と、上記透明基板お
よび／または上記遮光部上に形成された柱状スペーサとを有することを特徴とするもので
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ある。
【００６３】
　本発明のカラーフィルタ用基板は、例えば、図７（ａ）に示すように、透明基板１と、
その透明基板１上に形成された遮光部２と、上記透明基板１および／または上記遮光部２
上に形成された柱状スペーサ４とを有するものであり、例えば「Ａ．半透過型液晶表示装
置用カラーフィルタ」の項で説明した半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造等に
用いることができる。
【００６４】
　上述したように、遮光部と柱状スペーサとの間に着色層が形成されている場合等には、
平坦性が低く、柱状スペーサの高さが均一とならないという問題や、柱状スペーサが安定
しない、という問題があったが、本発明によれば、上記柱状スペーサが透明基板上および
／または遮光部上に形成されていることから、柱状スペーサを形成する際、柱状スペーサ
形成用塗工液を均一に透明基板上および／または遮光部上に塗布することができ、柱状ス
ペーサの高さが均一に形成されたものとすることができる。
【００６５】
　また、本発明のカラーフィルタ用基板では、着色層を柱状スペーサに密着するように形
成することが可能であり、着色層と柱状スペーサとの隙間から光漏れが生じたりすること
がないカラーフィルタを製造することが可能となる。
【００６６】
　ここで、本発明のカラーフィルタ用基板は、上記柱状スペーサと同一の材料により形成
され、かつ、カラーフィルタ用基板の反射光用領域として用いられる領域に形成された光
路差調整層を有することが好ましい。また、図７（ｂ）に例示するように、光路差調整層
５と柱状スペーサ４とが一体に形成されていることが更に好ましい。これにより、柱状ス
ペーサと光路差調整層とが一括して形成されたものとすることができ、効率よく半透過型
液晶表示装置用カラーフィルタを製造することが可能となるからである。
　ここで、記載されていない図７（ｂ）の符号については、図７（ａ）と同様である。
【００６７】
　なお、本発明のカラーフィルタ用基板に用いられる柱状スペーサ、透明基板、および遮
光部、光路差調整層等については上述した「Ａ．半透過型液晶表示装置用カラーフィルタ
」の項で説明したものと同様とすることができるので、ここでの詳しい説明は省略する。
【００６８】
　また、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は、例示であ
り、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様
な作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００６９】
　以下、本発明について実施例を用いて具体的に説明する。
【００７０】
　［実施例］
　洗浄したガラス基板に光路差調整層と、柱状スペーサとを合わせた膜厚の柱状スペーサ
形成用塗工液を塗布する。続いて光路差調整層部分がハーフトーンとなっているマスクを
介して露光し、アルカリ水溶液（ＫＯＨ０．０５ｗｔ％）にて現像・焼成を行い、光路差
調整層と柱状スペーサが一体となった構造物を形成した。このときの光路差調整層の膜厚
は３．５μｍであり、スペーサ部の膜厚は３．２μｍであった。
　その構造物上に着色層形成用塗工液を塗布した。さらにスペーサ部に相当する部分に遮
光部が設けられているマスクを用いて露光した。続いて現像、焼成・焼成を行い、着色層
を形成した。このときの透過光領域の着色層の膜厚は２．４μｍ、反射光領域の着色層の
膜厚は０．７μｍであり、スペーサの下底部周辺には着色層が密着した構造となった。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
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【図１】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを説明するための説明図である
。
【図２】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを説明するための説明図である
。
【図３】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの一例を示す概略断面図である
。
【図４】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの他の例を示す概略断面図であ
る。
【図５】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法の一例を示す工程図
である。
【図６】本発明の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタの製造方法の他の例を示す工程
図である。
【図７】本発明のカラーフィルタ用基板の一例を示す概略断面図である。
【図８】従来の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを説明するための説明図である。
【図９】従来の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを説明するための説明図である。
【図１０】従来の半透過型液晶表示装置用カラーフィルタを説明するための説明図である
。
【符号の説明】
【００７２】
　１　…　透明基板
　２　…　遮光部
　３　…　着色層
　４　…　柱状スペーサ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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